
道の駅・厳美渓で 頑張ろう産直まつり を開催



目

的
ふ
る
さ
と
を
愛
し

応
援

し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は

団
体
か
ら
広
く
寄
附
金
を
募

り

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る

基
金
の
対
象
事
業

歴
史
・
自
然

産
業

子
供
・
高
齢
者

ス
ポ

ツ
・
文
化

の
事
業
に
活
用
す
る

広

報
パ
ン
フ
レ

ト

ホ

ム

ペ

ジ

物
産
展

ふ
る
さ

と
会
等
に
て

す
る

主
な
も
の
を
掲
載

コ
ミ

ニ
テ

助
成
地
域
行
事

用
備
品
等
導
入
事
業
補
助
金

万
円

厳
美

民
区

千
厩

区
自

治
会
室
根
地
域
大
里
自
治
会

室
根

区
自
治
会
に
補
助

障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策

事
業
費

万

千
円

重
度
障
害
者
が
利
用
す
る
ケ

ア
ホ

ム
へ
支
援

病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
費

補
助
金

万

千
円

大
東
病
院
の
参
加
辞
退
に
伴

い
補
助
金
の
増
額

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ

く
り
交
付
金
事
業
費万

千
円

東
磐
井
地
方
森
林
組
合
へ
の

補
助訴

訟
委
託
料
及
び
賠
償
金

万

千
円

合
併
前
の
川
崎
村
が
誤

た

公
租
公
課
証
明
書
及
び
固
定
資

産
価
格
通
知
書
を
発
行
し
た
こ

と
に
よ
り
生
じ
た
と
す
る
損
害

賠
償
請
求
事
件
で
あ
る

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
ポ
ン

プ
自
動
車

消
防
車
両
の
更
新
と
し
て

千
リ

ト
ル
の
容
量
の
車
両

台
を
取
得

人
権
擁
護
委
員

新
妻

由
利
子

氏

一
関
市
萩
荘
字
高
梨
北
方

小
山

太
郎

氏

一
関
市
室
根
町
矢
越

葛
西

成

氏

一
関
市
川
崎
町
門
崎

市
議
会
で
は

度
の
全
員
協

議
会
を
開
き

内
容
・
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
受
け

当
局
に

対
し
再
発
防
止
を
強
く
求
め
て

い
たこ

の
た
び
原
告
と
の
和
解
が

成
立
し

和
解
す
る
こ
と
及
び

訴
訟
委
託
料

賠
償
金
の
補
正

予
算
を
議
決
し
た



月

日

午
前

時

分

に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
は

震
度

強
と
極
め
て

激
烈
な
地
震
で
あ
り

市
民
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

そ
の
復
旧
に
邁
進
す
べ
く

議

会
の
対
応
と
し
て

月

日
の

本
会
議
に
お
い
て
議
長
提
案
に

よ
り

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

災
害
対
策
特
別
委
員
会

を
設

置
し
た

委
員
長
に
は
槻
山

委
員

副
委
員
長
に
は
佐
々
木
英
昭
委

員
を
互
選
し
た

月

日
現
在

委
員
会
を

回
開
催
し

被
災
状
況
の

把
握

激
甚
災
害
指
定

今
後
の
対
応
策

委
員
会
要

望
の
取
り
ま
と
め
等
に
つ
い
て

調
査
を
行

た

復
旧
費
用
の
総
額
は

億

万
円
で
今
後
臨
時
議

会
や
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な

た

駅
東
地
区
住
民
の
安
全
な
道

路
の
確
保
に
つ
い
て

一
関

東
区
区
長
河
島
一
男
氏
他

名
私
学
教
育
を
充
実
・
発
展
さ

せ
る
た
め
の
請
願
書

私
学

助
成
を
す
す
め
る
岩
手
の
会

会
長
新
妻
二
男
氏
他

名

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
を
求
め
る
請
願

全
日
本

年
金
者
組
合
一
関
支
部
支
部

長
塩
原
良
雄
氏
ほ
か

名

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸

入
を
停
止
し
再
生
産
で
き
る

米
価
を
求
め
る
請
願

西
磐

井
農
民
組
合

組
合
長
菅
原

正
直
氏の

請
願
は
採
択

は

不
採
択
と
し
た

は
産
業
経

済
常
任
委
員
会
で
継
続
審
査
中

で
あ
る

消
え
た
年
金
問
題

の
早

期
解
決
と
社
会
保
険
庁
の
民

営
化
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書

発
議
者

石
山
健
議

員
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

発
議
者

武
田
ユ
キ
子
議

員異
常
と
も
い
え
る
飼
料
価
格

高
騰
か
ら
畜
産
・
酪
農
経
営

を
守
る
た
め
の
国
の
も
う
一

段
の
支
援
策
を
求
め
る
意
見

書

発
議
者

菊
地
善
孝
議

員
平
泉
の
文
化
遺
産

平

泉

浄
土
思
想
を
基
調
と
す

る
文
化
的
景
観

の
世
界
遺

産
登
録
を
求
め
る
意
見
書

発
議
者

尾
形
善
美
議
員

の
採
決
方
法
を
め
ぐ
り
一

時
議
会
は
紛
糾
し
た
が

無
記

名
投
票
と
し

採
決
の
結
果
賛

否
同
数
と
な
り
議
長
採
決
に
よ

り
否
決
と
し
た

他
の

件
は
可
決
し

内
閣

総
理
大
臣
な
ど
関
係
機
関
に
対

し
一
関
市
議
会
名
で
送
付
し
た

私
学
助
成
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

発
議
者

武
田
ユ

キ
子
教
育
民
生
常
任
委
員
長

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
関

す
る
意
見
書

発
議
者

武

田
ユ
キ
子
議
員

公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

人
学
級
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

発
議
者

藤
野
秋
男

議
員



月

日

午
前

時

分

に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
は

・

で
当
市
は
震

度

強
を
記
録
し
ま
し
た

こ

の
地
震
に
よ
り
死
者

名

負

傷
者

名
の
人
的
被
害
が
あ

た
ほ
か

大
規
模
な
土
砂
崩
れ

や
道
路
の
寸
断

落
橋
な
ど
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

議
会
と
し
て
は
早
速

日
に

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
被

害
状
況
の
把
握
に
つ
と
め
た
ほ

か

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た

日
に
は
本
会
議
を
開
催
し

議
長
提
案
に
よ
り

岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
災
害
対
策
特
別
委

員
会

委
員
長
槻
山

副

委
員
長
佐
々
木
英
昭

を
設
置

し

被
災
状
況
の
把
握

対
応
状
況
と
課
題

国
へ

の
要
望
等
に
つ
い
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た

ま
た

日
に
は

正
副
委
員

長
が

避
難
所
と
な

て
い
る

市
立
本
寺
小
学
校
体
育
館
を
正

副
議
長
と
と
も
に
訪
れ

避
難

し
て
い
る
方
々
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
し
た

そ
し
て

一
日
も
早
く
平
常
な
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す

る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た

日
に

福
田
総
理
大
臣
が

避
難
所
を
訪
れ
た
際
に
は
特
別

委
員
長
か
ら
早
期
復
旧
を
要
望

し
ま
し
た

被
害
の
状
況
に
つ
い
て
は

月

日
現
在

住
家
等
被
害

棟

万
円
ほ
か

土
木
施
設

農
地
農
業
施
設
な

ど
総
被
害
額

億

万

円
ほ
ど
だ

た
も
の
が

調
査

が
進
む
に
つ
れ
拡
大
し

月

日
現
在

被
害
総
額

億

万
円
と
な

て
い

ま
す最

も
大
き
い
の
が
土
木
施
設

被
害
で

億

万
円

つ
い
で
農
地
農
業
施
設
被
害

億

万
円
な
ど
と
な

て
い
ま
す

当
特
別
委
員
会
は
現
地
調
査

を
行
う
と
と
も
に
市
当
局
と
連

携
を
密
に
し

県
・
国
の
最
大
限

の
支
援
を
要
望
し
て
参
り
ま
す

さ
ら
に
一
日
も
早
い
市
民
生

活
の
安
定
の
た
め
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す

正副議長とともに市担当職員から説明を受ける
（ 日本寺小学校避難所）
避難者に対して最大限の努力することを伝える
正副議長と正副委員長（ 日避難所）
月 日には福田総理大臣が訪れ、子どもたち

をも激励した（ 日避難所）



一
関
市
議
会
と
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
災
害
対
策
特
別
委
員

会
は
連
名
に
よ
り

月

日

緊
急
要
望
を
行
い
ま
し
た

こ
の
要
望
は
震
度

強
と
極

め
て
激
烈
な
地
震
で
死
者

名

負
傷
者

名
の
人
的
被
害

の
ほ
か
道
路
の
寸
断
橋
り

う
の
落
下
や
農
林
業
施
設

民

間
住
宅
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
こ
と

避
難
所
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
市
民
生
活

に
大
き
な
動
揺
を
与
え
て
い
る

こ
と

二
次
災
害
発
生
が
憂
慮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
特
別
な
財
政

援
助
を
求
め
た
も
の
で
す

佐
々
木
議
長
と
槻
山
委
員
長

が
県
選
出
国
会
議
員
及
び
関
係

省
庁
を
訪
れ

内
閣
総
理
大
臣

を
は
じ
め
各
関
係
大
臣
に
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た

政
府
は

月

日
の
閣
議
で

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
被
害

が
大
き
か

た
一
関
市
を

局

地
激
甚
災
害

に
指
定
す
る
こ

と
を
正
式
に
決
め
ま
し
た



． 平泉 浄土思想を基調とする文化的景観 のイコモ
スからの登録延期勧告とその対応について
． いわい東及び いわて南の合併と農業振興につ
いて
．東磐井地方森林組合と一関地方森林組合との合併と林
業振興について
．東磐井 土地改良区の合併と藤沢地区、一関地域の合
併の見通しは

．両磐は一つとの合併推進について
．一関市中心市街地のトータル的なまちづくりについて
．磐井川堤防改修について
．協働のまちづくりについて
．市職員の身分・待遇について

．農業体験修学旅行の受け入れについて
．市在住外国人との交流状況について

．後期高齢者医療制度について
．一関市職員の削減の現状と今後の考え方について

．一関市における国際交流に対する方策について
．地域イントラネット事業と住基ネットワークについて

．市民と行政の協働のまちづくりについて
．指定管理者制度について
．消防行政について
．郷土の歴史、文化的資料等の保存と活用について

．協働推進課設置のねらいは
．公共交通の見直しについて

．中里中学校校舎改築の考えは
．学校給食の取り組みの課題

．臨時職員の問題
．教育行政について

．市内河川の環境対策について
．一関東消防署の改築について
．住民自治意識の高揚について

．環境教育の現状と課題
．少子化対策としての子育て支援策
．市民参加型市場公募債の考え方について

．市庁舎の利活用について
．一関市総合保養センターの運営状況について

．農地、水、環境保全の制度を活用推進する考えはないか
．介護保険の要介護者で、障害者控除対象者認定書を受
けられる方がいる世帯で、保育料の軽減を受けられないか
．給食センターで使用されている、 器具は電磁波の
健康被害は危惧されないか
．凝集固化剤の検証をする考えはないか

．（仮称）地域経済振興条例を設定すべきではないか
．障害者雇用率改善の取り組みの現状と通所型授産施設
への助成の現状について

．旧町村役場の現状と空きスペースの活用策について
．一関市放課後子どもプランについて

．学校図書の現状と課題
．特別支援教育の現状と課題
．学校給食について
．小中学生の携帯電話に対する課題

．少子対策と各種健診等について
．一関市における京都議定書に向けた取り組み状況

．国民健康保険制度の充実
．旧千厩高校の跡地利用について

．工業振興について（企業誘致）
．自治区満了後の自治体・地域経営について
．学校耐震化事業について

．道路行政について
．環境行政について

．県立一関第一高等学校付属中学校設置について
．後期高齢者医療制度について

．農業の再生及び農家に対する緊急支援について
．管内の県立病院診療センターの医師確保と地域医療の
充実について

．入札のおける市の対応は適正に行われているか
．現在の夜間当番医制から 市営の夜間・休日診療所
を設置すべきと思うがいかがか



政
務
調
査
費
は

地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
議
員
の
調
査
研
究
に
資

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
と
し
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す

当
市
に
お
い

て
は
議
員

人
当
た
り
月
額

円
が
支
給
さ
れ
ま
す

一
関
市
議
会
で
は

収
支
報
告
書

を
提
出
す
る
際
に
領
収
書
の
添
付
が

規
則
で
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

ま
た
議
会
と
し
て

使
途
基
準
に

基
づ
い
た
運
用
基
準
等
を
定
め
適
正

な
執
行
に
努
め
て
お
り
ま
す

項 目 細 目 支 出 内 容

研 究 研 修 費

会 場 費 会場設営・撤去、生け花などの装飾、会場清掃
講 師 謝 礼 講師謝礼金、講師の昼食・夕食代
出席者負担金及び会費 主催者等に納入する負担金、会費、参加費、受講料等
交 通 費 一関市旅費支給に関する条例の交通費に準ずる
旅 費 講師等の旅費
宿 泊 費 一関市旅費支給に関する条例の宿泊費に準ずる

調 査 旅 費
交 通 費 一関市旅費支給に関する条例の交通費に準ずる
旅 費 講師等の旅費
宿 泊 費 一関市旅費支給に関する条例の宿泊費に準ずる

資 料 作 成 費

印 刷 製 本 代 印刷製本、コピー代等の費用
翻 訳 料 翻訳するための費用
事 務 機 器 購 入 費 事務消耗品等の購入費用
リ ー ス 代 リース期間は、議員の在任期間とする。

資 料 購 入 費 資 料 図書、新聞等の購入費用

広 報 費
印 刷 費 広報費、報告書等の印刷費用
送 料 広報費、報告書等の送付費用
会 場 費 会場設営・撤去、生け花などの装飾、会場清掃

広 聴 費
会 場 費 会場設営・撤去、生け花などの装飾、会場清掃
送 料 アンケート用紙等の送付費用
印 刷 費 アンケート用紙等の印刷費用

人 件 費 人 件 費 雇用者は、会派所属議員の 親等以内の者を除く

事 務 所 費

賃 借 料 事務所の賃借する費用
維 持 管 理 費 事務所の管理する費用
備 品 購 入 費 備品（ 万円を超える物品を購入する費用）
事 務 機 器 購 入 費 事務用消耗品等の購入費用
リ ー ス 代 リース期間は、議員の在任期間とする

その他の経費 項まで掲げるもののほか、調査研究活動に必要な経費

項 目 細 目 支 出 内 容

会 派 名 人数 収入額計
（交付額）

支 出 項 目
支出額計 返 還 額

研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広 報 費
一 新 会 人
市 民 ク ラ ブ 人
新 生 会 人
公 和 会 人

日本共産党一関市議団 人

佐 々 木 時 雄 人

千 葉 光 雄 人

尾 形 善 美 人

合 計

会 派 名 人数 収入額計
（交付額）

支 出 項 目
支出額計 返 還 額

研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広 報 費
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